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状半月 23例 (切除 14例,縫合 7例)であった.スポーツ
復帰までの期間は切除群で 18.9週,縫合群で 25.0週で
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両側大腿骨非定形骨折の 1例に対し手術加療を行った
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【目 的】 左人工膝関節置換術 (TKA)後に顆上骨折を
生じた関節リウマチ (RA)の一例を経験したので報告す
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【はじめに】 人工股関節置換術 (以下, THA) 後の大腿
骨骨折はゆるみに応じて骨接合術や再置換術が選択され
る.THA後の大腿骨骨折に対してデルタ-LOCKステム
で再置換術を行った 1例を報告する.【症 例】 受傷
時年齢 78歳の女性である.両側二次性変形性股関節症
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当院で人工股関節置換術 (以下 THA)後ステム周囲骨
折 2例を経験したので報告する.
【症例１】 84歳女性, 両側変形性股関節症. 70歳時, 左
CharnleyTHAを施行.術後 8ヶ月,自宅で転倒し左股関
節痛にて受診.左人工関節ステム周囲での螺旋骨折で
あった. (Vancouver分類 type B1). Dall-Miles wireにて
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